
福島智さんの映画が出来ました。光を失った9歳、そして音を
失った18歳。それでも盲ろう者として日本で初めて大学進学
を果たし、持ち前の明るさとエネルギーで新しい世界を切り
開いてきた福島さんと、それを一番近くで見守り支えてきた
お母様との物語です。当日は、モデルとなった福島智さん、そ
して監督や俳優の皆さんもお呼びして、スクリーンに込めた
思いを伺います。

1 御
代
田
太
一

の
レ
ポ
ー
ト

　　　　  御代田太一のレポート
アメリカ東海岸の町、ボストンに行ってきました！目的は２つ。ハーバー
ド大学の現役の学生たちが、同世代のホームレスの支援をしているシェ
ルター「Y2Y」と、障害当事者同士が支援しあうボストン自立生活セン
ターです。インクルーシブ教育や障害のある人の社会参加は進んでいる
一方で、若者のホームレスは多く失業率も高いアメリカ。ボストンの街
を歩き、そこで出会った人たちと話す中で見えてきた、アメリカという
国のカタチや文化、人々の暮らしの質感にも触れながら、現地の取り組
みをレポートします。オープニングセッションです。

��日（金）
��：��～

2 奥
田
知
志
さ
ん

の
基
調
講
演

　　　　  奥田知志さんの基調講演
「誰も取り残さない（no one left behind）」。これは国連が定めた「SDGs」
の17ある目標の１つです。ホームレスの支援を長年されてきた経験から、
奥田さんは、誰も取り残さない社会は、皆で痛みを分け合う社会だと言
います。絆（きずな）は傷（きず）を含む。だから「みんながちょっと痛い社
会」を私たちは目指すべきだと。そう確信をもって奥田さんは語ります。
その言葉と現場に寄り添った実践の根底にある考え方や、北九州でまさ
に今実現を目指している「きぼうのまち」プロジェクトの最新状況、そし
てこれからの社会の向かうべき先についてじっくりとお話をお聞きし
ます。今回の基調講演になります。

��日（金）
��：��～

3 古
川
康
さ
ん
を

お
迎
え
し
て
！

　　　　  古川康（国土交通省政務官）さん
　　　　  をお迎えして！
バスを使った近所への買い物から、飛行機での海外旅行まで、私たちの
暮らしは「移動」に満ちています。しかし、障害のある人にとっては利用
しにくいことだらけです。また、人口減少で公共交通も縮小を迫られる
地方では、高齢者の買い物難民も増えています。今や移動はみんなの課
題と言っても良いでしょう。
そこで、このセッションでは、登壇して頂ける方に、公共交通をめぐる困
りごとを報告してもらいながら、古川康政務官を囲んで、その解決策を
前向きに探りたいと思います。「移動」を切り口に暮らしを想像すると、
新しい社会の姿が見えてくるかも知れません。

��日（金）
��：��～

4 ゆ
う
か
り
保

育
園
の
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り

組
み
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　　　　  ゆうかり保育園の取り組みから
こどもの頃の記憶がどのぐらい残っているだろうか。障害があっても無
くても一緒に過ごす空間が大切なことは、誰もが納得する話しです。今
年で15年目を迎えるゆうかり保育園。いわゆるインクルーシブ保育に
拘ってやってきた。この保育園の取り組みを拠り所にしながら、思いや
りに溢れた豊かな社会の在り方について考えてみたいと思います。第24
回糸賀一雄記念賞受賞者の取り組みです。

��日（金）
��：��～

ジ
ュ
ネ
ー
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の

熱
気
を
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し
ま
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！

　　　　  ジュネーブの熱気をお伝えします！
昨年8月、ジュネーブで国連・障害者権利委員会と日本政府の建設的対話
が行われ、9月9日に総括所見が発表されました。障害者差別解消法、障害
者文化芸術推進基本法、障害者政策委員会の設置などを積極的に評価し
た上で、今後改善すべき点について勧告しています。施設や病院からの
地域移行、インクルーシブ教育など、共生社会を実現する上で重要な内
容が盛り込まれています。障害者基本法改正をはじめ福祉、教育、医療な
ど関係する法制度の見直し・改善への追い風になることを願います。国
連には100人の障害者や家族が参加し、大変な熱気だったといいます。現
地報告を聞きながら、今後の展開にどうつなげていくか一緒に考えま
しょう！

5 ��日（土）
�：��～

改
正
障
害
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総
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　　　　  改正障害者総合支援法
アメニティーフォーラム当日には、すでに成立している予定の改正・障
害者総合支援法。この改正により、現場の支援はどのように変わり、地域
での安心した暮らしにどうつながるのか。様々な立場の方による意見交
換を通じてじっくり考えたいと思います。「障害のある人がもっと地域
で暮らせる社会にしよう」。そんな想いでスタートしたこのアメニ
ティーフォーラム、まさに本丸のセッションです。

8 ��日（土）
��：��～

伊
原
和
人
さ
ん

の
講
演

　　　　  伊原和人さんの講演
すぐそこに迫った2040年。日本は、人口減少によって社会全体がスケー
ルダウンしながら、少子高齢化によって年齢構成も大きく形を変えてい
ます。社会全体の人数が減るというのは、社会の構造を根本的に揺るが
し、ひとり一人の生活に大きく影響するものです。そして2040年、社会保
障はどうなっているべきなのでしょうか。厚生労働省で長年、社会保障
の制度改正に関わりながら、数多くの福祉現場もその目で見てきた伊原
さんが考えていることを語り尽くしてもらいます。冷静と情熱の間で、
2040年の日本のあるべき形を考えることができるセッションです。アメ
ニティーフォーラム26を総括する話しになると思います。

15 ��日（日）
��：��～

土
生
栄
二

さ
ん
の
講
演

　　　　  土生栄二さんの講演
「デジタル社会」と言われても、分かるようで分からない。自分が置いて
行かれているようにも思えて、なんだかソワソワしてしまう。そんな人
も多いのではないでしょうか。デジタル社会が目指すのは、行政手続き
のオンライン化だけじゃない。多くのデータが広く効果的に利用され、
都市と地方の垣根が消えていく。障害者や高齢者にも優しい社会になる
ともいいます。そんなデジタル社会の未来について、事務方の責任者か
らお話を聞き、ともに考えることのできる至福の時間です。

10 ��日（土）
��：��～

日
本
博
を
契
機
に

向
上
す
る・・・

　　　　  日本博を契機に向上する・・・
今回のプログラムでバリアフリー演劇 「touch ～孤独から愛へ」を上
演する「東京演劇集団 風」は、日本博において、誰もが楽しむことがで
きるバリアフリー演劇に取り組み、文化芸術の共感の場から排除され
ていた全国津々浦々の障害のある人を客席に招いている。客席からの
眼差しを受け役者は変容し、客席と一体となった芝居づくりが進行す
る。障害のある人の力が芝居を揺さぶり、誰もが経験をしたことがない
共感の場が生まれる。これがバリアフリー演劇の魅力だ。そして、客席
の眼差しが文化芸術の質を高める大切な要素であることにあらためて
気づくのである。本セッションでは、日本博を契機とした障害者の文化
芸術の実践等を通して見えてきた、誰もが文化芸術とともに暮らせる
ことの大切さについて考えていきます。

7 ��日（土）
��：��～

強
度
行
動

障
害
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　　　　  強度行動障害セッション
アメニティーフォーラムでは行動障害に焦点を当てたセッションを取り上
げてきました。特に強度行動障害のある人の支援について様々なアプロー
チを提案し議論してきましたが、現場の混乱は続いています。施設をあげて
取り組みを強化した、構造化を徹底した、必要な投薬治療にも取り組んだ･･
･。それでもその激しい行動は治まらない。職員の疲弊と離職、そこからの再
生について現場の本音を取り上げた昨年に引き続き、人の行動を理解し支
えることの本質が問われるこの課題に向き合いたいと思います。

6 ��日（土）
�：��～

　　　　  田島良昭さんを偲ぶ
ふつうの場所でのふつうの暮らしを目指して、常に「誰のための福祉
か」と社会に問うてきた田島さん。「福祉は社会の責任だ」と言いなが
ら、一切の言い訳も妥協もせずに制度に依らない新たな仕組みを築い
てきました。その功績は誰もが知るところです。「福祉の活動家たれ。」
アメニティーフォーラムのことも長年見守ってくれていた巨匠が残し
た実践と言葉を、もう一度噛み締めましょう。昨年度に引き続いて、田
島良昭さんを追悼するセッションです。

9 田
島
良
昭

さ
ん
を
偲
ぶ

��日（土）
��：��～

作
る
法
律
、

見
直
す
法
律
！

　　　　  作る法律、見直す法律！
このセッションから、いくつかの法律が世に送り出された。障害者差別
解消法、障害者による文化芸術活動の推進に関する法律などは記憶に
新しいものです。今回のセッションでも、障害者基本法の見直しや、高
次脳機能障害の方々の周知や啓発について必要な法律の制定に向け
て、先生方には議論を深めて欲しいと願っています。また、今回からは
いつもの強力な方々に加えて、田畑裕明さんにも参加して頂きました。
大阪万博についても何か前向きなお話を伺えたらと思います。

11 ��日（土）
��：��～

映画「桜色の風が咲く」
B 2月10日

16：00～

詩劇とは
19世紀の近代化していく都市パリの詩人、ミュッセやボード
レール。私たちと同時代を生き、日本各地を旅した詩人、寺澤
正らの詩のことばを、演出家・浅野佳成が構成をしました。今
回、アメニティーフォーラムでは、それらの作品の中から、い
くつかご紹介したいと思います。個々の俳優の声と身体が、

「詩」の世界を表現し、バリアフリー版としてみなさんにお届
けします。目下、どんな「詩」を分かち合うのか検討中です。ど
うぞ、お楽しみに。
ちなみに、寺澤正を１点ご紹介します。

生きものの生きる旅は
他者への傾きからはじまる
人のなかへ飢えて病む人のなかへ
生きる歓びを分かち合える人のなかへ　　　

　　　　　　　　寺澤正「風の筋」より

「心と身体のニュートラルを知る」ワークショップ
東京演劇集団風の俳優は、近代ギリシャ・中世から連なる
ヨーロッパの演劇史の中で編み出された100を超えるパント
マイムを解読し、独自に実践に取り入れてきました。この
ワークショップでは、知らず知らずのうちに自身の身体が受
け取ってきたもの（こと）を知ることから始め、私たちが忘れ
てしまった「感覚」を取り戻すことを目的としています。
日頃、行動障害のある人と向かい合う業務は、緊張感が高く
瞬時の判断と対応が求めらています。
このワークショップを通じて、自分の心と身体のニュートラ
ルな位置を知り、緊張と弛緩を上手にセルフコントロールで
きるようになれば、日頃の支援や介護の仕事に大いに役に立
つと考えています。

※申し込みは、アメニティーフォーラム開催時、事務局でお申し込みください。
　定員（��名）になり次第、締め切ります。

〈あらすじ〉
教師の夫、三人の息子とともに関西の町で暮らす令子。末っ子の智は幼少時に
視力を失いながらも、家族の愛に包まれて天真爛漫に育つ。やがて令子の心配
をよそに東京の盲学校で高校生活を謳歌。だが１�歳のときに聴力も失
う・・・。暗闇と無音の宇宙空間に放り出されたような孤独にある息子に立ち上
がるきっかけを与えたのは、令子が彼との日常から見出した、“指点字”という
新たなコミュニケーションの“手段”だった。勇気をもって困難を乗り越えて
いく母子の行く手には、希望に満ちた未来が広がっていく・・・。

監督：松本准平   出演：小雪   田中偉登   吉沢悠   吉田美佳子   山崎竜太郎   ほか

詩劇／ワークショップ
A C D

ITOGA  MUSIC  FES  2023  「ほほえむちから」
～障害当事者とプロのミュージシャンが創造する舞台公演～
小室等氏をプロデューサーに迎え、障害のある人とプロの
アーティストが表現の可能性を拓く先駆的、根源的な舞台芸
術を創造し発信するステージ。本音楽祭で10年に渡ってコラ
ボしてきた小室等氏が率いる一流のミュージシャンと湖南
ダンスカンパニー、大津ワークショップの自由で即興的、且
つ伸びやかな表現活動をお楽しみください。
＜出演＞
湖南ダンスカンパニー／大津ワークショップ
小室等（ボーカル）坂田明（サクソフォン）谷川賢作（ピアノ）高良久美子（パー
カッション）吉田隆一（サクソフォン）小室ゆい（ボーカル・ウクレレ）

糸賀一雄記念賞音楽祭
E 2月12日

14：30～

ア
フ
タ
ー

ト
ー
ク

　　　　  アフタートーク
トリート、フィリップ、ハロルド。舞台上で躍動する３人と、奥深いセリフ
の数々。変わっていく３人の関係性と、衝撃的なラスト。この芝居を見る
と、人は心の奥にあるものを刺激され、言葉に出来ない感情を受け取る
はずです。そこで、全国各地で上演されてきたこの芝居を鑑賞し、その迫
力に圧倒されたという皆さんをお呼びして、「Touch」を存分に語りつく
してもらいたいと思います。バリアフリー演劇という新しい取り組みが
内包する意味についても、お願いしたいと思います。

12 ��日（土）
��：��～

が
ん
の
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な
が
ら
･･･

　　　　  がんの治療を受けながら･･･
「がんです」。医師にそう言われた日から「がん患者」として生きていく
日々。治療技術は日々進化し、治療しながら生き続ける可能性も広がっ
ているはずなのに、どうしても明るい気持ちになれない。時々、人生が終
わったようにさえ感じてしまう。これだけ多くの人の生活に深くかか
わっている病気ですが、意外にもこれまでのアメニティーフォーラムで
はきちんと扱ってきませんでした。そこで、本人、家族の立場でがんと付
き合ってきた方々をお招きして、ご自身が経験した想いをじっくり率直
にお聞きします。とても身近だけど、どこか遠ざけてしまうこの話題を
正面から扱うことで、暮らしの見え方が少し変わるかもしれません。

13 ��日（日）
�：��～

鼎
談
　
新
し
い
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困
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中
で
･･･

　　　　  鼎談　新しい貧困と孤独の中で･･･
「経済苦から自殺を企図し、失敗して救護施設にこられたおじさんが、翌
日テレビの前で阪神タイガースを大声で応援していた。」というエピ
ソードを耳にしたとき、命の尊さと儚さ、同時に人間のたくましさを実感
したものです。このように、福祉の現場で仕事をしていると、対象者の生
きる姿から、豊かな人生につながるヒントのようなものが見つけ出せる
と考えています。はたして、人生を支えているのはどちらなのかと。この
鼎談では、これまでに3,700人以上のホームレスの人々の自立を支援して
きた奥田知志さん、伴走型支援を推進する村木厚子さん、地元グローが運
営する救護施設・ひのたにの齋藤誠一施設長さんにご登壇いただきます。

14 ��日（日）
��：��～

©THRONE / KARAVAN Pictures


